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暑い夏を涼しく過ごそうと、市内の海水浴場やプールなど

は多くの人で賑わいました。

大門小学校北側のグリーンパーク大門内にあるウォーター

スライダーには、勢いよく滑ることができる２本の滑り台が

あり、水着の小学生や園児たちで賑わいました。また、小さ

な子どもたちはその周りで、夏の日差しを受けながら水遊び

を楽しんでいました。

― グリーンパーク大門　ウォータースライダー ―
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「
み
ん
な
で
つ
く
る
、
ふ
れ
あ
う
、
燃

え
る
夏
の
熱
い
祭
典
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

８
月
６
日
、
市
役
所
小
杉
庁
舎
周
辺
を
会

場
に
、
第
３８
回
小
杉
ま
つ
り
「
小
杉
み
こ

し
祭
り
２
０
０
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熱
い
思
い
で
担
ぐ
み
こ
し
は
伝
統
の
本

み
こ
し
１０
基
に
地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
創

作
み
こ
し
３１
基
の
総
数
４１
基
。
入
賞
し
た

創
作
み
こ
し
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
み
こ
し
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
み
こ
し
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
み
こ
し
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
勝
負
の
み
こ
し
な
ど
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
民

謡
踊
り
、
締
め
く
く
り
に
は
夏
の
夜
空
を

華
や
か
に
彩
る
納
涼
花
火
大
会
と
、
み
ん

な
で
夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
含
む
８
月
３０
日（
水
）か
ら
９
月

５
日
（
火
）
は
防
災
週
間
で
す
。「
防
災
の
日
」
に
は
、
大
正
１２
年

（
１
９
２
３
年
）９
月
１
日
に
発
生
し
た
「
関
東
大
震
災
」
の
教
訓

を
忘
れ
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に
多
い
台

風
へ
の
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
昭
和
３５
年（
１
９
６
０
年
）に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
震
災
の
記
憶
が
遠
ざ
か
っ
て
い
た
平
成
７
年
１
月
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
昨
年
の
１０
月

に
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
大
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
市
内
で
発
生
し
た
高
潮
や
台
風
第
２３
号
の
襲
来
な
ど
、
市
内
に

お
い
て
も
災
害
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
過
去
に
あ
っ
た
災
害
を
教
訓
に
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
大
切
さ
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
人
と
人
と
が
助
け
合
う
「
共
助
」
の
大
切
さ
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
意
識
と
知
識
を
持
ち
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
防
災
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
。
そ
れ
は
、
個
々
の
家
庭
が
災
害
に
強
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
全
体
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
防
災
週
間

を
機
会
に
、
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
各
家
庭
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
１６
年
１０
月
２０
日
、
富
山
県
内
に
上
陸
し
た

台
風
第
２３
号
に
よ
る
被
害

地
域
防
災
計
画
及
び

国
民
保
護
計
画
の
策
定

市
で
は
今
年
度
、
本
市
の
防

災
対
策
の
根
幹
を
成
す
「
射
水

市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
災
害
対

策
基
本
法
第
１６
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
市
域
に
お
け
る
各
種
災
害

対
策
、
予
防
計
画
、
復
旧
計
画

な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民
の

生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
を
保

護
す
る
た
め
に
、
避
難
や
救
援

な
ど
の
措
置
を
的
確
・
迅
速
に

実
施
す
る
た
め
の
「
射
水
市
国

民
保
護
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
国
が
示
し
た
国

民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針

や
富
山
県
国
民
保
護
計
画
に
基

づ
き
、
平
素
か
ら
の
備
え
や
予

防
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
緊
急

対
処
事
態
へ
の
対
処
、
復
旧
な
ど

■

市

の

防

災

に

対

す

る

取

組

に
つ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

各
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
国
・
県
な
ど
の
防
災
関
係

機
関
や
有
識
者
な
ど
で
構
成
す

る
防
災
会
議
及
び
国
民
保
護
協

議
会
の
中
で
内
容
を
検
討
し
、

１９
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

総
合
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
発
生
時
に
お
け
る
初
動

体
制
、
応
急
対
策
な
ど
の
一
連

の
対
応
を
確
認
す
る
た
め
、
地

域
住
民
や
防
災
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
市
総
合
防
災
訓
練

を
１０
月
２１
日
（
土
）
に
塚
原
地
区

で
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

自
主
防
災
組
織
の
育
成

市
で
は
１８
年
度
に
自
主
防
災

組
織
補
助
制
度
を
設
立
し
ま
し

た
。
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す

る
資
機
材
な
ど
の
整
備
や
防
災

訓
練
な
ど
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
、
各
地
区

で
行
わ
れ
る
自
主
防
災
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

※
７
月
１
日
現
在
、
本
市
の
自

主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
５７
・

８
％
（
県
平
均
４６
・
１
％
）

防
災
気
象
情
報
の
提
供

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
防
災
・
気
象
コ
ー

ナ
ー
か
ら
「
避
難
所
一
覧
」
や

「
防
災
気
象
情
報
」
が
閲
覧
で
き

ま
す
。（http://w

w
w
.city.im

izu.

toyam
a.jp/top.aspx

）

そ
の
他
、
国
土
交
通
省
の
「
防

災
ネ
ッ
ト
富
山
」（http://w

w
w
.

palette.go.jp/bousainet/

）、
富
山

県
の「
富
山
防
災
」（http://w

w
w
.

bousai.pref.toyam
a.jp/w

eb/jsp/

index.jsp

）、
富
山
地
方
気
象
台

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tokyo-jm
a.go.jp/hom

e/toyam
a/

）

か
ら
防
災
、
河
川
、
気
象
情
報

な
ど
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

総
務
課（
小
杉
庁
舎
）

５７
ー
１
６
２
７

問
合
せ
先

①家庭での備蓄
非常用持出品（救急箱、懐中電灯、ラジオ、乾電池、医薬品、貴重品など）
や2～3日分の食料・飲料水などを備蓄しましょう。また、電池、食料、飲
料水などは、いざというときに使用できるよう、保存期限を確認しましょう。

②災害時の安否確認
各家庭で災害時について話し合い、災害時の避難先や家族の連絡

方法などを確認しましょう。

③危険箇所の点検
阪神・淡路大震災では、家具や家電製品などの転倒、収納物の落下による被害
も多く報告されました。家の内外で、物が落ちたり家具が倒れないか、また、階
段や出入口が物でふさがっていないかなどを点検しましょう。

▲庄川の増水の様子（大門地区）

�
民
家
へ
の
倒
木
に
よ
る
被
害
（
小
杉
地
区
）
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元気に長生きしてください！
―― ひとり暮らし老人いこいの集い ――
新湊と下地区のひとり暮らし老人の親睦を深める集

いが７月２８日、足洗老人福祉センター（足洗新町　新
湊地区）で行われました。
市内には約１,０００人の高齢者がひとりで生活してお

り、同集いには約１５０人が参加。市長、市社会福祉協議
会長、市議会副議長のあいさつに続き小学生の合唱や
合奏、地域ボランティア団体による民謡や踊りなど、
参加者は楽しい一日を過ごしました。
８月２９日には、小杉・大門・大島地区のひとり暮ら
し老人を対象にした集いが小杉ふれあいセンターで行
われました。

科学の実験！楽しいぞ
―― 県立大学　ダ・ヴィンチ祭 ――
科学実験や製作などを通して子どもたちに科学の楽

しさを伝える企画が８月５日、県立大学（黒河　小杉
地区）で行われ多くの家族連れでにぎわいました。
平成８年から県内の小中高校生を対象に行い今年で

１１回目。参加者は、電気自動車の試乗やクイズ大会、
チューリップ染め体験などさまざまな化学実験を楽し
みました。

商工まつり盛大に開催
地域の親睦を深めるために企画された商工祭りが各地区で行われ

ました。
小杉地区では「下条川まつり」が８月１３日、戸破鷹寺橋周辺で

行われました。ひらめのつかみ取りでは、道路に特設プールが設置
され、大きな魚を捕まえようと走り回る子どもたちの歓声で、会場
は大いに盛りあがりました。。
大門地区のパルル東側駐車場で７月３０日に催された「越中大門サ

マーフェスティバル」では、子どもカラオケ大会が行われ、プロ顔
負けのパフォーマンスで歌う子どもたちに、会場から大きな声援が
送られました。
また、７月２９日には大島弓道場広場で「大島商工まつり」が催

され、県内三大郷土芸能である「越中おわら」「麦屋節」「こきりこ」
の各団体が共演し、華
麗な舞踊を披露しまし
た。
どの祭りも、多くの

地域住民が参加し、交
流を深めながら夏の夜
を楽しく過ごしました。

▲大島商工まつり

白えびかき揚丼
―― 庶民的グルメ日本一！ ――

「真夏の全国Ｂ級グルメ選手権」と題したＢＳテレビの企画番組で、国道８号線
と４７２号線の交差点に位置する、（株）道の駅新湊（鏡宮　新湊地区）のレストラ
ンで販売している「白えびかき揚丼」が低価格で庶民的な食べ物日本一に輝きま
した。
道の駅のこの丼は、新湊産の白えびをふんだんに使い、人参や玉葱などと一緒

に揚げられ、白飯の上にのせ甘辛のタレがかけられた人気メニュー。毎月３００食
以上が食べられ、他にも、白えびの昆布絞めやかき揚げ、酢の物などが並ぶ「白
えびづくし」なども人気メニューだとか。射水市のブランド「白えび」は市内の
多くの飲食店で味わえます。是非、地元の味を堪能してみてはいかがですか。

―― 小杉高校女子柔道部2冠
男子柔道部インターハイ準優勝 ――

小杉の柔道日本一に！

花いっぱいのまちづくり
―― 富山県花のまちづくり

推奨花壇認定審査で5つ星に格付け ――
平成１８年度花と緑の銀行主催の「富山県花のまちづくり推

奨花壇認定審査会」において市内の１団体１個人の方が推奨
花壇として認定されました。
この審査会に応募できるのは、県内や全国で行われる花壇

コンクールで常にトップレベルの成績を維持している花壇で
名実ともに花壇作りの名人。歌の森運動公園西側花壇（戸破
小杉地区）を整備している小杉花作り同好会（会長　南井與
蔵氏）と自宅の庭を花と木で美しく彩っている浅井ひとみさ
ん（下条　大門地区）が最高の評価となる５つ星で認定を受
けました。
花壇づくりのヒントとして、また花や木々を楽しみに訪れ

てみてはいかがですか。

▲歌の森運動公園西側花壇

▲浅井ひとみさんの自宅の庭

▲下条川まつり

▲越中大門サマーフェスティバル

全国高校総体（インターハイ）で優勝した県立小杉高校女子柔
道部と準優勝した男子柔道部の活躍をたたえる祝勝報告会が８月
１４日、小杉庁舎で行われました。
同一校での優勝・準優勝は高校総体史上初の快挙で、女子柔道

部は福岡県で開かれた金鷲旗大会の優勝と合わせて２冠を達成。
全国的に私立高校の台頭が目立つなか、公立高校が全国の上位に
進出するのは至難なことだとか。祝勝報告会では、団体と個人
（７８㎏超級）で優勝した田知本愛さんが「今後はさらに新たな目
標に向かい、頑張っていきます」と、力強くあいさつされました。
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G
'day

everyone!

突
然
で

す
が
、
み
な
さ
ん
は
何
歳
の
と

き
に
運
転
免
許
証
を
取
得
し
ま

し
た
か
。
裸
足
で
運
転
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
片
道
１
、

０
０
０
㎞
の
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ

に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
運
転
に
つ
い
て
で

す
。
み
な
さ
ん
が
運
転
免
許
を

取
っ
た
頃
を
思
い
出
し
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
実
家
の
あ
る
ニ
ュ
ー
・

サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で

は
、
１６
歳
で
運
転
免
許
を
取
得

で
き
ま
す
が
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
州
に
よ
っ
て
運
転
免
許

の
制
度
が
異
な
る
）、
最
初
は

「
ラ
ー
ナ
ー
ズ
（L

earners=

L's
）」
と
い
う
免
許
に
な
り
ま

す
。
こ
の
免
許
は
、
パ
ソ
コ
ン

テ
ス
ト
で
取
得
で
き
る
た
め
、

運
転
速
度
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な

制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一

人
で
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
ずFullLicence

の
免

許
を
持
っ
て
い
る
人
が
同
乗
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
こ
の
時
期
は
、
家
族
や
運
転

の
先
生
を
雇
っ
て
練
習
し
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
自

動
車
学
校
が
な
い
の
で
、
す
ぐ

に
公
道
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
、
車
の
少
な
い
郊

外
で
基
本
的
な
運
転
や
パ
ー
キ

ン
グ
の
練
習
を
し
ま
す
。

次
は
「
プ
ロ
ビ
ジ
ョ
ナ
ル

（Provisional=

P's
）」
と
い
う
免
許

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
L's
免
許

取
得
か
ら
少
な
く
と
も
６
か
月
以

後
、
実
地
試
験
に
合
格
す
れ
ば
取

得
で
き
ま
す
（
受
検
資
格
は
１７
歳

か
ら
）。
こ
の
免
許
も
速
度
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
運
転

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は

運
転
技
術
の
向
上
と
実
地
試
験
に

合
格
す
る
た
め
に
運
転
の
先
生
を

雇
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
試
験
は

と
て
も
重
要
に
な
る
の
で
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
先
生
が
い
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
裸
足
で
運
転
す
る
こ
と
で
す
。

先
生
は
「
裸
足
の
運
転
は
、
実
は

靴
を
履
い
て
い
る
と
き
よ
り
安
全

だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
「
手
で
何
か

を
触
っ
て
、
質
感
を
感
じ
た
い
と

き
、
厚
い
手
袋
で
触
る
か
素
手
で

触
る
か
ど
ち
ら
が
い
い
？
」
と
聞

か
れ
「
素
手
で
す
」
と
答
え
ま
し

た
。「
そ
う
で
す
。
ア
ク
セ
ル
、
ブ

レ
ー
キ
も
同
じ
で
、
裸
足
な
ら
感

じ
や
す
く
な
っ
て
、
も
っ
と
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
お
か
げ
で
実
地
試
験
に
合
格
し
、

P's
免
許
を
取
得
で
き
ま
し
た
。
当

時
１０
代
だ
っ
た
私
は
「
マ
イ
カ
ー

＋
音
楽
＝
自
由
で
幸
せ
」
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
時
代
で
し
た
。

今
私
は
、Full

L
icence

の
免
許

を
持
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
、
日
本
と
同
じ
く
右
ハ
ン

ド
ル
の
車
で
道
路
の
左
側
を
運
転

し
ま
す
。
よ
っ
て
、
私
は
日
本
で

運
転
す
る
こ
と
に
す
ぐ
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

〜
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

《
一
般
図
書
》

雅
子
妃
の
明
日
　

友
納
　
尚
子

働
く
女
は
腕
次
第

遥
　
　
洋
子

３０
代
未
婚
男

大
久
保
幸
夫

ベ
ル
マ
ー
ク
の
ひ
み
つ高井

ジ
ロ
ル

食
の
ク
オ
リ
ア

茂
木
健
一
郎

志
の
輔
ら
く
ご
的
こ
こ
ろ

立
川
志
の
輔

狂
言
師
が
そ
ん
な
に
偉
い
の
か

和
泉
　
元
弥

祝
！
中
古
良
品

赤
瀬
川
源
平

処
刑
御
使

荒
山
　
　
徹

夜
を
ゆ
く
飛
行
機

角
田
　
光
代

見
え
な
い
貌

夏
樹
　
静
子

最
勝
王

服
部
　
真
澄

天
唄
歌
い

坂
東
真
砂
子

《
郷
土
資
料
》

古
地
理
で
探
る
越
中
・
加
賀
の
変
遷

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

富
山
湾
岸
か
ら
の
北
ア
ル
プ
ス

佐
伯
　
邦
夫

ロ
シ
ナ
ン
テ
の
耳

米
田
　
憲
三

「
第
４
回
万
葉
集
に
親
し
む
会
」

日
時

９
月
２６
日
（火）

午
後
２
時
か
ら

会
場

中
央
図
書
館

＊
当
日
は
、
臨
時
休
館
期
間

中
の
た
め
北
側
通
用
口
よ

り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

期
間

９
月
２３
日
（土）
か
ら

１０
月
２
日
（月）
ま
で

図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
統
一
及
び
更
新
作
業
の

た
め
市
内
全
館
休
館
い
た
し
ま

す
。
返
却
さ
れ
る
本
は
、
貸
出

館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
力
で
、
新
し
い
公
民
館
づ
く
り

橋
下
条
公
民
館

橋
下
条
公
民
館
は
、
平
成
１６

年
３
月
に
新
築
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
太
閤
山
小
学
校
と
の
統

合
で
閉
校
し
た
橋
下
条
小
学
校

の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
木
造
平

屋
建
て
の
立
派
な
公
民
館
は
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
と
け
こ

み
、
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
県

下
一
円
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が

集
う
生
涯
学
習
の
拠
点
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

開
館
以
来
２
年
余
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
も
盛
ん

に
な
り
、
詩
吟
、
民
謡
、
民
舞
、

童
謡
、
華
道
、
茶
道
、
よ
さ
こ

い
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な

ど
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
２３
の

サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
活
動
し

て
い
ま
す
。

昨
年
地
域
内
に
は
、
新
し
い

住
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
住
民
も

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は「
橋
下
条
公
民
館
講
座
」

を
新
た
に
開
設
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
を
得
て
内
容
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
の
一
助
に
な

れ
ば
と
、
６
月
に
は
「
が
ん
予

防
」、
７
月
に
は
「
子
育
て
支

援
」
の
専
門
講
師
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
、
三
世

代
交
流
事
業
と
し
て
、「
子
ど

も
七
夕
茶
会
」
や
「
ち
ぎ
り
絵

体
験
講
習
」
な
ど
体
験
学
習
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
豊
か
な
公
民
館
活

動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

募集締め切り迫る！！
開　催　日 １０月１５日（日） ※雨天決行

開　会　式 午前９時１０分

申 込 締 切 ９月１５日（金）

種目・種別（高校生は一般）

問 合 せ 先　新湊総合体育館内「海王丸ロードレース」大会事務局 ☎８２－８２７８

規 制 時 間 午前９時３０分～１１時３０分頃

コ　ー　ス 海王丸パーク（スタート・ゴール）～新湊漁港東西連絡道路とその周辺

種　目

★ 交 通 規 制 に ご 協 力 お 願 い し ま す 。

種　　　別 参　加　料
１０㎞の部 一般男子 一般女子
５㎞の部 一般男子 一般女子
３㎞の部 一般男子 一般女子
２㎞の部 小学男子

２㎞ファミリーの部 小学２年生以下と伴走者（保護者）
小学女子

中学男子 中学女子
（３年生以上）

一　　般　２，０００円
高 校 生　１，５００円
中 学 生　１，０００円
小 学 生　１，０００円
ファミリー　２，５００円

ニュー・サウス・ウェールズ州
の免許制度

※これは、私が免許を取得した当時の制度です。

ＡＵＳＳＩＥ＝オーストラリア人

○ Learner's = L plates (L's)

○ Provisional = P plates (P's)

○ Full Licence



新湊福祉会館１０：００～１５：００１５日１７日

環境について考える�環境について考える�エコネット　いみず�
マイバッグ・コンテスト作品募集について�もったいない！もったいない！�

～射水市エコライフ・イベント～�－夏休みリサイクル体験教室－�

広報� 2006.911 広報�2006.9 10

射水市ミライクル館（西高木　小杉地区）では、小学
生を対象にリサイクル・リユースの意識醸成を目的に
７月３０日（日）、８月６日（日）の両日、木工教室、古布
利用教室、モーターで扇風機作製教室、ペットボトル工
作教室を開催しました。
すべて資源ごみ（例えば、モーターのエナメル線は、

除湿機のモーターより取りました）を利用して製作しま
した。総参加者は６５名でした。

参加者の感想
●資源ごみを利用して色々の物がつくれることが解
りました。家でも実行したいです。
（大門小学校４年　橋本　祐希くん）
●リサイクルをすることの大切さを実感しました。
「もったいない」を実行したい。
（東明小学校５年　小野　将監くん）
●地球温暖化など環境問題が言われておりますが、
限られた資源を大切に使用したい。
（太閤山小学校５年　高田寛行くん）
●学校では、体験できないリサイクルの大切さを実
感しました。（小杉小学校５年　竹内　美穂さん）

循環型・脱温暖化社会を実現するためには、消費者一
人ひとりの行動（ライフスタイル）を変化させることが
必要です。
私たちにできる身近な取り組みとして、ゴミや二酸化

炭素の排出を減らし、買物の際は風呂敷やマイバッグを
持参してみませんか？

●自作マイバッグを募集します
１１月５日（日）開催の「環境とくらしフェア」にてマ
イバッグ・コンテストを実施します。
応募資格 県内に住む方
応募期限 １０月３１日（火）必着
作品規格 縦５０ｃｍ×横５０ｃｍ×幅３０ｃｍ以内（持ち手部
分は含みません。１人２点まで）作品に、住所・
氏名、電話番号、年齢、コメント（作品のアピール
など）を記入した用紙を添付してください。

審　　査 １１月５日（日）開催の環境とくらしフェアに
て作品の展示を行い、来場者の投票により最終選考
を行います。

表 彰 等 優秀作品に賞品を贈呈します。また応募者
の皆さんに参加賞を進呈します。

●「地球にやさしい私の買物術」アイデア募集
レジ袋に頼らない買物のアイデアを募集しています。
多くの方に広めたいという、とっておきのアイデアをお
待ちしています。
※応募資格、応募期限は自作マイバッグに同じです。
封書、ハガキ、メールにて応募ください。
※環境とくらしフェア、市ホームページなどにて紹介さ
せていただきます。

申込・問合せ先
環境課（大島庁舎）
〒９３９－０２９２ 射水市小島７０３
☎５２－７９６７　�５２－１５０７
E-mail：kankyou@city.imizu.lg.jp

相　　談　　名 9 月 10 月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と

行政相談

人権相談

４日 １３：３０～１６：００ 小杉社会福祉会館
１３日

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

新湊交流会館
２０日 大門総合会館
２６日 大島社会福祉センター
４日 福王寺
６日 小杉社会福祉会館
１３日 新湊福祉会館
２０日 大門総合会館
２６日 大島社会福祉センター
４日

２日
１１日
１８日
２４日
２日
４日
１１日
１８日
２４日
２日 福王寺

心配ごと相談

成年後見制度相談

１３：００～１６：００

１４：００～１６：００

毎週月曜日（祝日除く） 小杉社会福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館
第４火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター
４日 福王寺
２７日 布目庁舎別館

１７日

結婚相談 １９：００～２１：００毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館

教育相談 １３：００～１７：００月・水・金曜日 教育センター

住宅相談
１０：００～１６：００ 大門総合会館 １０月は小杉社会福祉会館で実施

１４日
年金相談 １０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

小杉庁舎

毎週火・金曜日
（祝日の場合は前日）消費生活相談 ９：００～１６：００ 大島庁舎

１５日 新湊庁舎

障害者巡回相談
２７日 小杉庁舎

認定心理士による
子育て相談

大門子育て支援センター

２１日
２７日

２５日
１９日
２５日

新湊庁舎

１日 新湊商工会議所

無料法律相談

１３：００～１６：００２８日 小杉庁舎
要予約（９／１・１０／２か
ら受付）☎５７－１６２７

☎８２－１９５２

１３：００～１６：００８日 小杉社会福祉会館
要２週間前から予約
（＊１）☎５５－２８１３

火・金曜日は専門員が対応
☎５２－７９７４（直通）

２２日税理士の税務相談 １３：００～１５：００ 高岡本丸会館 ☎２５－６６２４

要予約
☎８６－８５２２

＊子育て支援センター
開所時間中は、随時
保育士による子育て
相談を受け付けてい
ます。

☎０７６－４４４－４４００

☎８２－１６７８
女性のこころと生き方相談 １４：００～１６：００ 働く婦人の家 ☎５５－５６５０

家庭児童・母子父子相談 ９：００～１７：００月曜日～金曜日 新湊庁舎 ☎８２－１９５３
青少年育成相談 ８：３０～１７：００月曜日～金曜日 少年育成センター ☎５６－２１４８

子どもの悩み総合相談
９：００～１７：００

月曜日～金曜日
（祝日除く） 小杉庁舎　１階

子どもの悩み総合相談室

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

☎・�５７－０１００
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

ほっとスマイル
子ども相談

１４：００～１７：００第１・２・４月曜日
１４：００～１８：００第３・５月曜日
１４：００～１７：００

臨床心理士による
子育て相談

１日・２９日 小杉北部子育て支援センター
８日・２２日 小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０
（備考参照）

１０：３０～１１：３０

子育て講演会

保健師による育児相談

２０日 小杉北部子育て支援センター
６日 小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

１３日 大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０
７日 下村子育て支援センター１０：２０～１１：５０
１５日 大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０

交通事故相談 １日・１５日 富山警察署分庁舎１３：００～１５：００
☎２１－９４１１巡回交通事故相談 １４日

１９日

６日・２０日
１３日・２７日

１８日
４日

５日
１３日

６日・２０日
１２日 高岡総合庁舎１０：００～１５：００

要予約　☎８２－８１００時間外医療相談（無料） ２５日 ３０日 射水市民病院 医療相談室１７：３０～１９：００

第１・２・４水曜日

要予約　☎５５－２７９９
E-mail:
smile@toyamav.net

（心理カウンセラー
による相談）

毎週水曜日
（祝日除く）

＊要予約
連絡先は上記と同じ

１３：００～１６：００２０日

２日
２５日

１５日
１２日
２０日
６日

２６日

１２日

２０日

１８日 新湊福祉会館
要前日予約
（８：３０～受付定員６人）
☎８２－８４５１

（＊１）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�

■
市
民
意
識
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

市
民
の
み
な
さ
ん
の
射
水
市
に
対
す
る
満
足
度
、
期
待
す
る
こ
と
な
ど

の
調
査
を
７
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
配
布
数
７
、２
３
９
通
、回
収
数
４
、５
８
４
通
、
回
収
率
６
３
・
３
％

（
速
報
値
）で
し
た
。
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
集
計
・
分
析
中
で
す
。

分
析
結
果
や
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
総
合
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
関
連
用
語
解
説
◆

●
市
民
参
画
●

「
参
画
」
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
加
わ
る
「
参
加
」

と
は
異
な
り
、
計
画
段
階
か
ら
加
わ
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
総
合
計
画
で
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
計
画
段
階
か
ら
積

極
的
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

《
市
民
参
画
の
具
体
的
な
方
法
》

○
市
民
意
識
調
査（
７
月
終
了
）

市
民
の
市
に
対
す
る
満
足
度
、
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
調
査
し
、
総

合
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

○
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
順
次
開
催
中
）

市
長
が
市
内
の
各
自
治
会

な
ど
を
巡
回
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
直
に
対
話
し
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見

や
課
題
を
吸
い
上
げ
ま
す
。

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
未
定
）

「
意
見
募
集
」
と
も
い
い
、

政
策
の
立
案
な
ど
を
行
う
際

に
、
そ
の
案
を
公
表
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

募
る
制
度
で
す
。

問
合
せ
先

企
画
政
策
課
（
小
杉
庁
舎
）

５７
ー
１
６
２
３

U
R
L：
http://w

w
w
.city.im

izu.
toyam

a.jp/top.aspx
◆
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
◆

射
水
市
総
合
計
画

Vol.3
市民ワーキング

総合計画体系図議　会
●市民の代表機関

市　長 総合計画審議会
●市長の諮問機関

総合計画策定
調整委員会
●庁内の意思決定機関

議
　
決

提言

調査
報告

調査 報告

意見

提言

答 申

諮 問

議
案
提
出

タウンミーティング

パブリックコメント

市民意識調査

《市民参画》

など



相談時間 午前９時３０分～１１時３０分
午後１時３０分～３時３０分
の内で１時間程度

項　　　　目 対　象　者 対象地区 実　施　日 受付時間 会　　　　場

健診

教室

相談

3～4か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

3歳6か月児健康診査
（むし歯予防教室

3歳6か月児）

Ｈ１８年５月生

Ｈ１８年６月生

大門 ９月５日（火）

１３：００～１３：２０

１３：００～１３：２０

１３：００～１３：２０

大門保健センター
新湊 ９月６日（水） 射水市民病院
小杉・下 ９月７日（木） 小杉保健センター
大島 ９月１３日（水） 大島保健センター
小杉・下 １０月３日（火） 小杉保健センター
新湊 １０月４日（水） 射水市民病院

大門・大島 ９月８日（金） 大門保健センター
小杉・下 ９月１５日（金） 小杉保健センター
新湊 ９月２２日（金） 新湊保健センター
新湊 ９月１４日（木） 新湊保健センター
小杉・下 ９月２１日（木） 小杉保健センター
大門・大島 ９月２８日（木） 大門保健センター
大門・大島 １０月５日（木） 大門保健センター
大門・大島 ９月２０日（水） 大門保健センター
小杉・下 ９月２６日（火） 小杉保健センター
新湊 ９月２９日（金） 新湊農村環境改善センター
新湊 ９月７日（木） 新湊農村環境改善センター
小杉・下 ９月１２日（火） 小杉保健センター
大門・大島 ９月１５日（金） 大門保健センター

Ｈ１７年２月生

Ｈ１５年３月生

Ｈ１５年４月生

むし歯予防教室
（1歳6か月児・3歳児）

１３：００～１３：２０
１歳６か月児
（Ｈ１７年２月生）
３歳児（Ｈ１５年９月
生）の教室参加者

むし歯予防教室
（2歳児・2歳6か月児）

１３：００～１３：２０
２歳児（Ｈ１６年９月生）
２歳６か月児
（Ｈ１６年３月生）の
教室参加者

新米パパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０生後６か月～１歳児の両親 全市 ９月９日（土） 新湊保健センター

あそびの広場 ９：３０～１０：００幼児 小杉 ９月５日（火） 小杉保健センター

ぴよぴよ相談
（育児・母乳相談、

離乳食実習）

９：３０～１０：００
１３：００～１３：３０

９：３０～１０：００
生後８か月まで 全市

ＢＣＧ

１３：００～１４：００
１３：３０～１４：００Ｈ１８年５月生

にこにこ相談
（育児・栄養相談）

９：３０～１０：００生後９か月以降 全市

予防
接種

９月５日（火） 大島保健センター
９月２０日（水） 新湊保健センター
９月２２日（金） 小杉保健センター
９月２７日（水） 大門保健センター
９月８日（金） 新湊保健センター
９月１３日（水） 小杉保健センター
９月２１日（木） 大門保健センター
９月２８日（木） 下村保健センター

新湊 ９月８日（金） 新湊農村環境改善センター
大門 ９月１２日（火） 大門保健センター

１３：３０～１４：３０小杉・下 ９月１４日（木） 小杉保健センター
１３：３０～１４：００大島 ９月２２日（金） 大島保健センター

ポリオ
１３：００～１４：００
１３：３０～１４：３０

Ｈ１７年７月～Ｈ１８年
５月生及び新湊地
区のＨ１７年６月生

新湊（堀岡・海老江・本江・七美）１０月２日（月） 新湊農村環境改善センター
大島 １０月３日（火） 大島保健センター

１３：３０～１４：３０小杉（三ケ・橋下条）１０月４日（水） 小杉保健センター

相　談　日

９月１９日（火）

小杉地区 大門地区

９：３０～１１：００

大門総合会館

９月２０日（水） 太閤山公民館

９月２５日（月） 三ヶ公民館

９月２７日（水） 中太閤山公民館

９月２８日（木） 南太閤山公民館

９月２９日（金） 金山公民館 浅井公民館

１０月３日（火） 櫛田公民館

保健だより�保健だより�Ｈ18年9月�
・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

「保健センターだより」をご覧ください�
　ケーブルテレビ５チャンネル、市行政番組「テレビ広報い
みず」で、「射水市保健センターだより」が放送されています。�
　健康に関する情報や話題がいっぱいのこの番組をぜひご覧
ください。�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�
・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008�
TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022

広報� 2006.913 広報�2006.9 12

月　日 医　院　・　病　院 電 話 月　日 医　院　・　病　院 電 話

９月３日
（日）

田中小児科医院（中新湊）（小） ８４－３５７０
佐野内科クリニック（黒河）（内神内） ５７－０８１１
さくらの木歯科（高岡市） ６４－０５０７

９月１０日
（日）

尾島医院（桜町）（外） ８４－８５５２
渋谷クリニック（戸破）（内呼循） ５５－００２５
池田歯科医院（高岡市） ８２－４４２２

９月１７日
（日）

矢野医院（本町）（内） ８２－５１５０
摂津小児科医院（中太閤山）（小） ５６－５７７５
福尾歯科医院（高岡市） ２６－６４８０

９月１８日
（祝）

万葉クリニック（七美）（内） ８６－８７８７
とよた小児科クリニック（小島）（小） ５２－０２８８
木村歯科医院（高岡市） ２４－８２８７

９月２３日
（祝）

麻生医院（中新湊）（内） ８２－３７１０
高橋医院（黒河）（内） ５６－０３４６
よねもり歯科（高岡市） ２９－２２２０

９月２４日
（日）

木戸クリニック（朴木）（内） ８２－７３００
浅山外科胃腸科医院（八塚）（外胃） ５２－３５５３
坊歯科医院（氷見市） ７２－０９０９

１０月１日
（日）

中新湊内科クリニック（中新湊）（内） ８２－２０００
富川クリニック（南太閤山）（胃循外内） ５６－７３７３
岩井歯科医院（高岡市） ２１－６２５７

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（9月1日～10月5日）

健康相談会
※時間は受付時間です。
「健康手帳」と「健診結果」を持参してください。

成人の検診・相談（9月1日～10月5日）

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）

保険医協会の
健康テレホンサービス

9月のテーマ
☎076－442－0003

月 尿路結石症
火 子どもの鼻血
水 帯状疱疹後神経痛
木 合わない入れ歯
金 非アルコール性脂肪肝炎
土・日 ギックリ腰

市では今年度から「歯周疾患検診」を市
内の指定医療機関で実施しています。
歯周疾患（歯周病）は歯の喪失原因とな

る病気で、４０歳代を境に急増すると言わ
れています。
この機会に、歯と歯ぐきの状態をチェッ

クする「歯周疾患検診」を受け、歯周病の
予防に心がけましょう。

平成１８年度中に４０歳、５０歳、６０歳、７０歳に達する方
※対象者には、７月末に受診券（ハガキ）を郵送して
あります。受診券が届かなかった方は各地区保健セ
ンターまで問い合わせください。

ただいま「歯周疾患検診」実施中です！

市役所新湊庁舎において、全血（２００ｍｌ、
４００ｍｌ）献血を行います。

日時 ９月６日（水）午後１２時３０分～４時

献血にご協力を！

当日は、骨髄ドナー登録会をあわせて実施します。

水中での運動は足腰の負担が軽く、からだを
動かすことで楽しくシェイプアップやストレス
解消ができます。あなたも体験してみませんか。

参　加　費 無料
ただし６回目は昼食代（８００円）
を徴収します

送　　　迎 ６回目のみバスが出ます。
海竜スポーツランドは現地集合で
す。

定　　　員 ２０名（定員になり次第締め切りま
す）

申 込 方 法 ９月１１日（月）から健康推進課まで
電話で申し込みください。

水中ウォーク教室 参加者募集

対　　象 �基本健康診査の結果、血圧が高めだっ
た方及びその家族

�日ごろから血圧が気になっている方

内　　容 個別相談（血圧測定・尿検査・希望者に
味噌汁塩分濃度測定）

持 参 物 �基本健康診査の結果
（過去のものもあれば持参ください）
�健康手帳
�味噌汁
（塩分濃度測定希望者）

予約方法 健康推進課または各地区保健センターま
で電話で連絡してください。

血圧相談会のお知らせ

対象者

１０月３１日（火）まで検診期間

問診、口腔内診察、検診結果の説明検診内容

検診は、
予約が必要
です！

回

１

月　日

１０月４日（水）

時　間
１３：４０～
１５：００

２ １０月１１日（水）

３ １０月１８日（水）

４ １０月２５日（水）

５ １１月１日（水）

６ １１月８日（水）

１３：４０～
１４：４０

内　容

・講義
「水中運動の効果」
（１回目のみ）

・準備体操
・みんなで楽しく

水中運動

会　場

海　竜
スポーツ
ランド

１０：００～
１５：００

・生活体力測定
・運動処方

と や ま
健康パーク

月　日 会　場

９月１９日（火）小杉保健センター

９月２６日（火）新湊保健センター

１０月１１日（水）小杉保健センター

１０月１２日（木）大島保健センター

１０月１３日（金）下村保健センター

月　日 会　場

１０月１６日（月）海老江公民館

１０月１７日（火）大門保健センター

１０月２４日（火）新湊保健センター

１１月１３日（月）新湊保健センター

１１月２０日（月）小杉保健センター

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

日　　程 下記の都合の良い日時を予約してください。

～基本健康診査結果の見方や生活への活かし方についてアドバイスします～

健康増進普及月間です
9月は

『1に運動 2に食事
しっかり禁煙　最後にクスリ
良い生活習慣は気持ちがいい！』



子どもの権利条約の内容をお知らせしています。
子どもの笑顔が輝くために
第 3 条　子どもの最善の利益
基本的人権は日本国憲法にもうたわれ

ているとおり、老若男女問わず誰もがも
っている権利です。ただ、子どもは成人
への発達段階の途中であることから、正
しい判断ができない場合もあります。大
人が積極的に子どもに関わることにより
健やかに成長できます。例えば、夜遅く
まで起きて遊びたいと思っている子ども
を親が寝かしつける行為は、子どもの健
康を思ってこそのことです。そのときに
気をつけなければいけないことは「その
子どもにとって最もよいこと」であるか
どうか。「子どものため」と思って子ども
にしていることが、実は大人の都合だっ
たりすることはありませんか。

問合せ先
少子化対策・子どもの権利班（新湊庁舎）

E-mail : kodomo@city.imizu.lg.jp
☎ 82－1965 FAX 82－8269

TEL82－8100
射水市民病院�射水市民病院�射水市民病院�
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市
で
は
「
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
」
か
ら
条
例
制
定
に
関
す
る
提

言
を
受
け
て
、
条
例
の
素
案
を
策

定
し
、
現
在
、
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
「
男
女
共
同
参
画
懇

話
会
」
へ
条
例
素
案
の
検
討
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
条
例

素
案
を
公
表
し
、
活
力
あ
る
豊
か

な
地
域
社
会
の
形
成
に
役
立
つ
条

例
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景
・
目
的

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
人

口
減
少
な
ど
、
社
会
の
活
力
が

損
な
わ
れ
る
問
題
に
対
し
て
、

男
女
が
、
互
い
を
認
め
合
い
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
て
活
力
あ
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
互
い

を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
て
、
共
に
責
任
を
分
か
ち

合
え
る
質
の
高
い
豊
か
な
生
活

を
築
く
た
め
、
市
、
市
民
、
事

業
者
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
果
た
し
つ
つ
、
連
携
、
協
力

し
て
主
体
的
な
取
組
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
市
の
法
的

基
盤
（
条
例
制
定
）
を
築
き
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け

た
基
本
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

募
集
期
間

９
月
４
日（
月
）〜９

月
２５
日（
月
）

募
集
対
象
者

市
内
に
居
住
も
し
く
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。
市
に

納
税
義
務
の
あ
る
個
人
・
法
人

な
ど

募
集
用
紙

条
例
素
案
と
意
見
記
入
用
紙

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

行
政
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法

所
定
の
意
見
記
入
用
紙
に
記

入
の
上
、持
参
も
し
く
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
お
願

い
し
ま
す
。

そ
の
他

●
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
必
要
に

応
じ
て
条
例
案
へ
反
映
さ
せ
ま

す
。

●
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、

原
則
と
し
て
市
の
考
え
方
と
条

例
素
案
の
修
正
内
容
を
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

●
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、

個
別
の
回
答
を
行
い
ま
せ
ん
。

●
意
見
を
提
出
い
た
だ
い
た
方
の

住
所
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報

は
、
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

〒
９
３
９
ー
０
３
９
３

射
水
市
戸
破
１
５
１
１
番
地

男
女
平
等
社
会
推
進
班
（
小

杉
庁
舎
）

☎
５７
ー
１
６
２
４

�
５６
ー
８
０
７
２

E
-m
ail：

danjo@
city.im

izu.lg.jp

9月から循環器科を新設しました！！
射水市民病院では循環器科が内科から独立することに

なりました。
循環器科は息切れ、胸痛、動悸、あるいはめまいやむく

みなどの症状のある患者さんのための専門の診療科です。
担当医師は、麻野井院長、石瀬医師、上野医師、中谷

医師が担当いたします。
循環器科では心臓や血管系に関わる様々な疾患に対し

て質の高い医療を住民の皆さんに提供してまいります。
自分ではどちらの科を受診すれば良いか判らないとい

う場合は、症状を職員が伺い案内します。気軽に相談く
ださい。

月　　日 内　　容 担　　当
９月１日（金）糖尿病の検査と治療 岩井中内科部長
９月８日（金）食事療法と単位配分 栄　　養　　士
９月１５日（金）糖尿病と合併症 岩井中内科部長
９月２２日（金）油脂（表５）と外食 栄　　養　　士

The S＿patial E＿nvironment F＿or

L＿ e a r n i n g , E＿ n j o ymen t , a n d

R＿elaxation「学んで楽しんで

癒される空間」と言う意味を

込めた「SEFLER
セフラー

」、これが

当院の診療棟１階にある院内

シアターの名称です。１００イ

ンチの大画面スクリーン、高

出力のスピーカーを備えた本

格的なシアターのある病院は

全国的にも例がなく当院の象徴的な設備と言えます。

また、シアター内には、内科、皮膚科、整形外科の診

察待ち番号と薬待ち番号が表示されており、順番待ち

の患者さんも安心して番組を楽しむことができます。

「SEFLER」は昨年１０月に開設致しましたが、この１

年は試行錯誤の連続でした。毎日の運営や番組構成な

ど何もかもがはじめてのことばかり、患者さんもはじ

めは戸惑いを感じられたようです。今、１年が経過し

て管理運営も軌道にのり患者さんにも気軽にご利用い

ただけるようになりました。「SEFLER」が本当の意

味での射水市民病院の一員になりつつあると感じてい

ます。これからも患者の皆さんとスタッフが協力し、

よりよいシアターに育てていきたいと考えています。

射水市の広聴活動
●市長への手紙 各庁舎及び市立公民館に「市長への手紙」専用の封
筒と便箋が設置してあります。各分庁舎に設置してあるボックスま
たは郵便ポストに投函してください。

●メール 射水市ホームページから市へメールで意見や要望を伝える
ことができます。

●タウンミーティング 今年度は、市長が各校下または自治会に出向
き、皆さんの生の声をお聞きしています。ぜひご参加ください。

●出前講座 市政に関する９４の講座を開設し、市役所職員が市民の皆
さんが主催する会合に出向き、市政について説明すると同時に、市
民の方の意見に耳を傾けます。ご活用ください。

＊手紙やメールでお寄せいただいた内容は、政策の参考にさせていた
だきます。回答を希望されるものについては、回答させていただき
ます。（氏名、住所、電話番号等、必要事項を必ずご記入ください）
なお、個人や団体を誹謗中傷するような内容の手紙やメールは､お
断りします。
問合せ先 秘書広報課（小杉庁舎）☎５７－１６２１

市では、市民の皆さんとともにつくる「協働・
参画」のまちづくりを目指しています。
各庁舎や公民館に市長や市政に対し意見や提

言を伝える「市長への手紙」を設置したほか、
メールや各課窓口で直接お聞きし市政の参考に
させていただいています。
“射水市”の未来が夢に満ちて、市民の皆さ
んの笑顔があふれるまちになるために、あなた
のご意見・ご提言をお待ちしています。

シアターSEFLERの1年を振り返って

薬剤科主査

糖尿病教室のお知らせ
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています、糖尿病で治

療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお持ちの方な
ど、ぜひご参加ください。

日　時 毎週金曜日　午後１時３０分～３時
場　所 市民病院２階大会議室

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て

―
条
例
制
定
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
―

市長への

手　　紙

あなたの
意見・

提言を市
政に！

脇 田 真 之

射水市民病院�射水市民病院�

◆
条
例
素
案
の
構
成

（
仮
称
）
射
水
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

基
本
理
念
、
市
・
市
民
・
事
業
所
等
の
責
務
、
施
策
の
基
本
的
事

項
を
定
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。

1

目
　
　
的

条
例
で
用
い
ら
れ
る
共
通
認
識
の
必
要
な
用
語
に
つ
い
て
定
義

2

定
　
　
義

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

②
固
定
的
役
割
分
担
意
識
等
に
基
づ
く
制
度
や
慣
行
の
見
直
し

③
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
男
女
共
同
参
画

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の
両
立

⑤
互
い
の
性
の
尊
重
と
男
女
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
確
保

⑥
国
際
社
会
と
の
協
調

①
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止

②
暴
力
の
禁
止

〈
施
策
実
施
〉

3

基
本
理
念

4

市
の
責
務

9

基
本
計
画

13

報
　
告

11

調
査
研
究

10

市
民
及
び
事
業
者
等
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
措
置

12

自
主
的
な
推
進
活
動
に
対
す
る
支
援

14

男
女
共
同
参
画
推
進
員
制
度

15

拠
点
施
設
の
設
置

16

苦
情
及
び
相
談
へ
の
対
応

5

市
民
の
責
務

6

事
業
者
等
の
責
務

責

務

規

定

基
本
的
施
策
等

17

射
水
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

18

組
織
等

19

委
任
　
　
条
例
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
規
則
等
へ
委
任
す
る
こ
と
を

規
定

射
水
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会

7

性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止

8

公
衆
に
向
け
て
情
報
を
発
す
る
場
合
の
責
務

射水市民病院�射水市民病院�



※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
　
☎
57
―
１�
6��
2�
１
�

Vol . 10

今回は�

～櫛田神社～�

Vol.10

櫛田神社�

和
田
川�

9

58

73櫛田公民館�
　　　●�

牧田�

大門町企業団地�

布目沢�

荒町�
串田�

串田�
黒河新�

水戸田�

石井�
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開
発
さ
ん
宅
に
足
を
運
ぶ
と
、

季
節
の
植
物
を
鉢
植
え
し
た
盆
栽

や
風
景
を
描
い
た
押
し
花
、
形
や

彩
色
が
美
し
い
石
な
ど
が
、
玄
関

に
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
る
。
盆

栽
の
鉢
と
押
し
花
の
額
を
除
け
ば

全
て
が
手
づ
く
り
。
家
の
顔
と
な

る
玄
関
が
開
発
夫
妻
の
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
な
り
、
季
節
感
を
漂
わ

せ
る
作
品
が
訪
問
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。

妻
の
恵
美
子
さ
ん
が
押
し
花
を

始
め
た
の
は
３
年
前
。
高
岡
市
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
山
野
草
を

愛
す
る
「
か
た
か
ご
の
会
」
に
勝

さ
ん
に
連
れ
ら
れ
通
い
始
め
た
こ

と
が
き
っ
か
け
。
そ
こ
で
、
師
匠

の
黒
田
先
生
に
出
会
い
、
押
し
花

を
始
め
、
今
で
は
、
大
門
地
区
の

い
っ
ぷ
く
や
茶
や
銀
行
な
ど
で
個

展
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。
作
品

の
多
く
は
花
や
野
草
、
木
の
皮
な

ど
を
使
い
風
景
を
描
い
た
も
の
。

花
な
ど
が
持
つ
微
妙
な
色
の
ト
ー

ン
や
形
を
生
か
し
、
岩
肌
や
樹
木
、

鳥
な
ど
を
描
き
、
雪
や
水
の
動
き

は
手
芸
用
の
綿
な
ど
を
使
い
な
が

ら
季
節
感
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上

げ
て
い
る
。

「
花
や
山
野
草
、
苔
な
ど
は
夫
の

趣
味
の
盆
栽
か
ら
拝
借
し
て
い
ま

す
」
と
、
勝
さ
ん
の
趣
味
で
あ
る

盆
栽
と
の
関
わ
り
も
深
い
。
庭
に

は
、
ア
ケ
ビ
や
松
、
山
野
草
な
ど
、

勝
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
、
造
り
上
げ
た
盆

栽
が
棚
に
並
ん
で
い

る
。
四
季
折
々
、
多
彩

な
表
情
を
見
せ
る
庭
を

見
な
が
ら
「
季
節
ご
と

に
色
づ
く
花
や
葉
な
ど

を
押
し
花
に
し
て
、
新

た
な
息
吹
を
与
え
て
あ

げ
る
」
と
、
優
し
い
眼

差
し
で
勝
さ
ん
は
話
す
。
盆
栽
だ

け
で
な
く
、
石
の
収
集
や
ち
ぎ
り

絵
、
木
工
加
工
、
文
化
刺
繍
な
ど

趣
味
は
多
彩
で
、
ど
の
作
品
も
素

人
が
作
っ
た
作
品
に
は
思
え
な
い
。

庄
川
沿
い
に
茂
る
、
葦よ

し

の
枝
で
作

っ
た
飾
り
棚
や
、
竹
細
工
な
ど
は
、

工
芸
品
店
に
並
ん
で
い
て
も
お
か

し
く
な
い
一
品
で
あ
る
。

「
文
化
刺
繍
は
妻
か
ら
、
ち
ぎ
り

絵
は
私
が
教
え
た
。
二
人
で
作
品

を
批
評
し
あ
う
の
も
楽
し
み
」
と
、

何
に
対
し
て
も
興
味
旺
盛
で
、
お

互
い
に
刺
激
を
与
え
、
協
力
し
な

が
ら
作
品
を
創
造
し
て
き
た
。
作

品
の
素
材
を
探
し
に
、
二
人
で
旅

行
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
そ

う
だ
。「
健
康
の
秘
訣
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
」
と
話
す
よ
う
に
、
今
の
季

節
は
２
人
で
大
門
地
区
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
南
郷
に
通
い
、
毎
日
真
っ

黒
に
な
り
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

で
ボ
ー
ル
を
叩
き
健
康
維
持
に
努

め
て
い
る
。

「
将
来
は
、
夫
婦
の
作
品
を
展
示

す
る
個
展
を
開
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
、
夫
婦
で
、
好
き
な
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
作
り
続
け

た
い
」
と
、
仲
睦
ま
じ
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

開
発
夫
妻
　
　
夫
　
勝
　
　
さ
ん
（
盆
　
栽
）

妻
　
恵
美
子
さ
ん
（
押
し
花
）

楽
し
む
心
が
作
品
を
創
造
す
る

６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時

間
の
テ
ー
マ
は「
中
太
小
発
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。そ
の
中

で
、
社
会
福
祉
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
７
月
１２
日
に
は
、
地
元

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
　
太
閤
の
杜
」
を
訪
問

し
、お
年
寄
り
と
交
流
し
ま
し
た
。

事
前
に
、
地
域
の
社
会
福
祉
に
携

わ
る
方
の
話
を
聞
い
た
り
、
同
施

設
を
取
材
見
学
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
体
の
不
自

由
な
お
年
寄
り
や
高
齢
の
お
年
寄

り
と
触
れ
合
い
、
共
に
笑
顔
に
な

り
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
合
唱
や
合
奏
を

披
露
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽

し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。「
９６
歳
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
元
気

で
昔
の
こ
と
を
何
で
も
知
っ
て
お

ら
れ
、
す
ご
い
」「
元
気
の
な
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、『
上
手
！
す
ご

い
！
』
と
手
を
た
た
い
て
応
援
す

る
と
、
笑
顔
に
な
ら
れ
た
。
と
て

も
う
れ
し
い
」「
握
手
を
す
る
と
、

ず
っ
と
手
を
握
り
し
め
て
、
涙
を

浮
か
べ
て
お
ら
れ
た
。
と
て
も
温

か
い
手
。
ま
た
訪
問
し
た
い
」
と
、

子
ど
も
た
ち
は
お
年
寄
り
と
心
で

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

射水市立中太閤山小学校の

大
門
・
櫛
田
地
区
の
田
園
風
景
が
広
が

る
一
角
に
「
櫛
田
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

縁
結
び
、
夫
婦
円
満
、
家
庭
和
合
の
神

と
し
て
有
名
で
、
初
詣
に
な
る
と
県
内
外

か
ら
１０
万
人
以
上
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
、

由
緒
正
し
い
、
ま
た
県
西
部
で
も
古
い
神

社
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
は
た
く
さ
ん
の
木
々
に
囲
ま
れ
、

一
見
す
る
と
森
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す

が
、
境
内
に
入
る
と
約
３
０
０
ｍ
も
の
長

い
参
道
が
社
殿
ま
で
続
き
、
神
秘
的
な
空

間
が
広
が
り
ま
す
。

こ
の
神
社
は
「
と
や
ま
森
林
浴
の
森
」

に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
参
道
を
歩
い
て
い

る
と
、
ま
る
で
木
陰
の
中
を
歩
い
て
い
る

よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
、と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
ま
す
。
気
軽
に
森
林
浴
を
楽
し
め

る
場
所
と
し
て
も
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
９
月
１０
日
の
秋
季
例
大
祭

で
は
「
火
渡
り
神
事
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
杉
の
枝
や
落
葉
の
燃
え
さ
か
る

中
を
獅
子
や
神
輿
が
勢
い
よ
く
駆
け
抜

け
、
一
年
の
け
が
れ
を
焼
き
払
う
と
い
う

全
国
で
も
珍
し
い
神
事
で
、
山
伏
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
炎

の
中
を
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
駆
け
抜
け
る

姿
は
、
ま
さ
に
圧
巻
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
周
辺
に
は
、
縄
文
時
代
の

土
器
が
発
掘
さ
れ
た
「
串
田
新
遺
跡
」
が

あ
り
ま
す
。
神
社
と
合
わ
せ
て
、
ち
ょ
っ

と
し
た
歴
史
探
訪
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

住
　
　
所

射
水
市
串
田

電
話
番
号

５４
ー
１
７
３
３
（
社
務
所
）

交
　
　
通

Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅
か
ら

車
で
約
１０
分

心をつなご
う・見つめ

よう！

心で話そ
う・活動し

よう！心をつなご
う・見つめ

よう！

心で話そ
う・活動し

よう！
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大
門
出
張
所
現
庁
舎
は
昭
和
５９
年
に
射
水
消
防
組
合
大
門
分
遣
所

と
し
て
建
設
さ
れ
、
施
設
の
一
部
は
分
団
の
屯
所
と
し
て
施
設
を
共

有
す
る
形
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
と
し
て
の
新
た
な
消
防
体
制
を
組
む
こ
と
に
な
り
、

出
張
所
と
し
て
機
能
強
化
（
職
員
の
増
員
・
救
急
車
の
常
駐
）
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
必
要
と
な
る
諸
室
の
確
保
な
ど
、
出
張
所
と
し

て
の
施
設
整
備
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
施
設
で
の
対
応
が
困
難

な
現
状
で
あ
る
こ
と
や
、
将
来
を
考
え
た
費
用
対
効
果
か
ら
移
転
新

築
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、
主
要
地
方
道
新
湊
・
庄
川

線
に
面
し
管
轄
区
域
の
中
心
で
あ
る
大
門
庁
舎
敷
地
内
に
建
設
す
る

こ
と
が
最
も
適
切
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
現
在
完
成
に
向
け
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
建
設
場
所
　
二
口
（
大
門
庁
舎
敷
地
内
に
新
築
）

■
構
造
規
模
　
鉄
骨
造
２
階
建

建
築
面
積
４
０
７
㎡
・
延
床
面
積
５
７
５
㎡

■
階
別
諸
室
　
（
１
Ｆ
）
事
務
所
、
待
機
室
、
車
庫

（
２
Ｆ
）
会
議
室
、
仮
眠
室

■
完
工
予
定
　
　
　
平
成
１８
年
１１
月
３０
日

広報� 2006.919 広報�2006.9 18

地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

毎
月「
と
や
ま
県
民
家
庭
の
日
」

（
第
３
日
曜
日
）
か
ら
始
ま
る
１

週
間
の
間
に
、
子
ど
も
（
高
校
生

以
下
）
連
れ
の
家
族
が
協
賛
店
舗

や
施
設
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

に
、
持
参
し
た
優
待
券
と
引
き
換

え
に
、
割
引
や
特
典
な
ど
の
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

こ
の
優
待
制
度
の
趣
旨
に
賛
同

し
、
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
全

体
で
、
子
育
て
を
応
援
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

応
募
方
法

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

込
書
は
市
役
所
各
庁
舎
の
行
政

セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

富
山
県
知
事
政
策
室

（
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

担
当
）
☎
０
７
６
―
４
４
４
―

４
０
６
９

http://w
w
w
.pref.toyam

a.jp/

�
第
１
回
射
水
市
民
体
育
大

会
ゴ
ル
フ
競
技

開
催
日

１０
月
２２
日
（日）

場
所

小
杉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
費

２
、
０
０
０
円

定
員

先
着
２
４
０
名

問
合
せ
先

（財）
射
水
市
体
育
協
会

☎
８２
―
８
２
７
８

�
自
衛
官
募
集

問
合
せ
先

自
衛
隊
高
岡
地
域
事

務
所
　
☎
２１
―
２
４
１
１

�
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
（
２
級
課
程
）
参
加
者

研
修
期
間

１１
月
８
日
（水）
〜
１２
月

１５
日
（金）

場
所

働
く
婦
人
の
家
、
市
内
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

対
象
者

平
成
１８
年
９
月
１
日
で
、

満
５５
歳
未
満
の
方
で
市
内
在
住

ま
た
は
勤
務
し
、
研
修
場
所
ま

で
移
動
で
き
る
方
。

定
員

１５
名
（
定
員
を
越
え
た
場

合
は
抽
選
）

受
講
料

１
０
、
０
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
６
、８
０
０
円
）

申
込
・
問
合
せ
先

射
水
市
働
く

婦
人
の
家
　
☎
５５
―
２
２
３
８

�
市
民
病
院
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
職
員

募
集
項
目
及
び
人
数

�
臨
時
職
員

看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

�
パ
ー
ト
職
員

薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
名

歯
科
衛
生
士
　
　
　
　
　
１
名

理
学
療
法
士
　
　
　
　
　
１
名

雇
用
期
間

１
年
間

募
集
期
限

８
月
３１
日
（木）

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

☎
８２
―
８
１
０
０

�
社
会
福
祉
法
人
小
杉
福
祉

会
職
員

職
種
・
募
集
人
員

介
護
職
員
（
常
勤
）

若
干
名

資
格

昭
和
５８
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

勤
務
先

社
会
福
祉
法
人
小
杉
福

祉
会
が
経
営
す
る
施
設
（
平
成

１９
年
４
月
１
日
採
用
）

募
集
期
限

９
月
１１
日
（月）

問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
小
杉

福
祉
会
　
☎
５６
―
１
０
７
８

�
い
っ
ぷ
く
や
茶
臨
時
職
員

募
集
人
員

若
干
名
（
交
代
制
）

業
務
内
容

施
設
運
営
管
理
な
ど

資
格

昭
和
１５
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
５５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
日
曜
日
以
外
勤

務
可
能
な
方

雇
用
期
間

１０
月
か
ら
３
月
（
６

か
月
間
）

募
集
期
限

９
月
２１
日
（木）

問
合
せ
先

大
門
商
工
会

☎
５２
―
３
５
１
０

�
射
水
市
婦
人
会

会
章
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）

平
成
１８
年
４
月
１
日
に
射
水
市

婦
人
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
会
で

は
「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
、
安
心
・
安
全
な
地
域
創

造
に
努
め
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
永
く
親
し
ま
れ
る
会
章
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

�
旗
・
封
筒
な
ど
に
使
用
で
き
る

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

�
用
紙
の
地
色
を
含
め
４
色
以
内

の
も
の
（
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は

不
可
）

�
淡
色
で
表
現
し
て
も
、
イ
メ
ー

ジ
や
安
定
感
が
損
な
わ
れ
な
い

も
の

�
自
作
の
未
発
表
作
品
で
、
他
に

類
似
す
る
も
の
が
な
い
も
の

＊
所
定
の
応
募
用
紙
は
、
次
の
問

い
合
わ
せ
先
ほ
か
、
各
地
区
の
市

立
公
民
館
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

応
募
締
切

９
月
３０
日
（土）

問
合
せ
先

各
地
区
婦
人
会
長
、

射
水
市
婦
人
会
事
務
局

☎
５２
―
１
０
１
１

�
「
と
や
ま
子
育
て
家
庭
応

援
優
待
制
度
」
協
賛
企
業

富
山
県
で
は
「
と
や
ま
子
育
て

家
庭
応
援
優
待
制
度
」
を
今
年
の

１０
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
子
育
て
家
庭
の
家
族

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
と
、

募
　
　
　
集

今月の納税�

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６
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詳細な情報については�
問合せ先に�

確認してください�

今月の納税�

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６

みなとの�
情　報�

射
水
消
防
署
大
門
出
張
所
新
庁
舎
の

新
築
移
転
工
事
が
着
々
と
進
む

情報ひろば information

パートタイム労働者の
雇用管理改善を
進めましょう
労働条件を明示しましょう
労働関係法令を遵守しましょう
パートタイム労働者の処遇を見直
しましょう

問合せ先 富山労働局雇用均等室
０７６－４３２－２７４０

秋の
全国交通安全運動
期　　　間
９月２１日（木）～

９月３０日（土）

スローガン
ゆずりあう　心でひろがる

無事故の輪

安全運転のポイント
�夕方から夜にかけて道路横
断中の事故が多く発生して
います。ライトの早め点灯
を心がけ、こまめにライト
を上向きに切りかえましょ
う。
�運転者・同乗者（後部座席
を含む）のシートベルトの
着用を習慣づけましょう。
�ハンドルを握ったら、前か
ら視線をそらさず、交差点
では、意識的な左右確認に
努めましょう。

今年で１３回目となる手づくり絵本コンクールに１５６点の応募があり、その
うち国外からは、６か国８作品の応募がありました。審査員の先生方も選
考に苦労したというほどの力作ぞろいでした。

最優秀賞 『あだんのぼうけん』（一般） 藤岡　和佳（三重）
南の島に生息するあだんという木の実が島のいろいろな
生き物に出会いながら冒険する作品です。南の島ならで
はの生き物が丁寧に描かれた楽しい作品です。

今月の納税�

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６

お
お
し
ま
国
際
手
づ
く
り
絵
本

コ
ン
ク
�
ル
２
０
０
６

みなとの�
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11

73

57

352

大門大橋�

大門庁舎�

越中大門駅�

大門小学校�

大門中学校�

総合体育館�

総合会館�

和
田
川�

庄
川
�

射水消防署�
大門出張所�

井口文秀賞『あめあがり』（一般）望月　富美子（静岡県）
雨あがりの水たまりに映る幻想的な景色を詩情豊
かに表現した作品です。

≪金　　賞≫富山県知事賞
『A kindhearted old woman』（一　般）Sutthasinee Suwuttho（タイ）

≪銀　　賞≫射水市長賞
『ほたるの三兄弟となまずのおじさん』（一　般）薮内　秀美（滋賀県）

中村　隆雄（大阪府）

≪銀　　賞≫富山県教育委員会賞
『おばさんたちのボランティア』（しかけ）てらい　としこ（大阪府）

≪銅　　賞≫射水市教育委員会賞
『だら坊主　たろ吉』（一　般）老人介護事業所あさひホーム（富山県）

≪銅　　賞≫射水市教育委員会賞
『こうのとりがやってきた』（しかけ）鎌谷　由美（千葉県）

ケーブルテレビ広報番組が変わる
市民に親しまれる番組づくりを目指し、現在
５チャンネルで放送中の行政番組「テレビ広報
いみず」を、１０月２日から８チャンネルで放送します。
内容を凝縮し、コンパクトでわかりやすい行政情報の提供

に努めます。詳しい放送時間などについては、ケーブルテレ
ビ番組ガイド「チャンネルガイド１０月号」をご覧ください。

問合せ先
秘書広報課　☎５７－１６２１

試　験　期　日

９月２３日・２４日

１次 １１月１１日・１２日
２次 １２月１２日～１５日
１次 １１月４日・５日
２次 １２月６日～８日
１次 １０月１５日
２次 １１月１８日・１９日

問い合わせください。

資　　　　　格

高卒（見込含）２１歳未満の方（高
等学校長の推薦等が別途必要）
高卒（見込含）
２１歳未満の方
高卒（見込含）
２１歳未満の方
高卒（見込含）
２４歳未満の方

１８歳以上２７歳未満の方

募　集　種　目

防衛大学校
学 生

推 薦

一 般

防衛医科大学校学

看 護 学 生

２等　陸・海・空士（男子）

受付期間

９月５日（火）～
９月７日（木）

９月８日（金）～
９月２９日（金）

年間を通じて募集

今月の納税�
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際
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絵
本
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�
ル
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手
づ
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コ
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ク
�
ル
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問
合
せ
先
　
ミ
ラ
イ
ク
ル
館

☎
５５
―
８
６
５
０

�
救
急
の
日
（
９
月
９
日
）

講
演
会

日
時

９
月
９
日
（土）

午
後
７
時

〜
８
時
３０
分

場
所

射
水
市
消
防
本
部

内
容

�
「
骨
折
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
」

真
性
会
富
山
病
院
　
駒
井
理
氏

�
「
や
け
ど
の
応
急
処
置
」

金
沢
医
科
大
学
教
授
　

安
田
幸
雄
氏

問
合
せ
先

射
水
郡
医
師
会

☎
５６
―
６
０
０
５

�
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
せ
ん

か
？

日
時

９
月
１７
日
（日）

午
前
８
時

３０
分
〜
　
＊
雨
天
中
止

集
合
場
所

市
役
所
新
湊
庁
舎
前

目
的
地

高
岡
お
と
ぎ
の
森
公
園

参
加
料

５
０
０
円

持
参
品

昼
食
、
健
康
保
険
証
、

雨
具
、
手
袋
な
ど

問
合
せ
先

新
湊
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
　
☎
８２
―
２
２
５
９

�
Ｒ
ｅ
リ

・
Ｂ
ｅ
ビ
ー

ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
高
岡
１

育
児
や
介
護
な
ど
で
勤
め
を
中

断
し
、
再
就
職
に
向
け
て
準
備
を

し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
２６
日
（火）
・
２７
日
（水）

午
前
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

広報� 2006.921 広報�2006.9 20

情報ひろば information
�
心
身
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
講
座
参
加
者

日
時

１０
月
６
日
（金）
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
、
１０
月
１３
日
（金）
午
後

１
時
３０
分
〜
午
後
３
時

場
所

働
く
婦
人
の
家

講
師

橋
本
令
子
氏

対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

射
水
市
働
く

婦
人
の
家
　
☎
５５
―
２
２
３
８

�
め
ざ
せ
企
業
家
！
創
業
塾

創
業
・
新
規
開
業
に
必
要
な
知

識
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

対
象
者

創
業
を
目
指
す
方
、
創

業
し
て
間
も
な
い
方

開
催
日

１０
月
２０
日
（金）
〜
１０
月
２９

日
（日）

全
９
回

会
場

高
岡
商
工
ビ
ル

受
講
料

５
、
０
０
０
円

定
員

４０
人

申
込
・
問
合
せ
先

高
岡
商
工
会

議
所
　
☎
２３
―
５
０
０
０

�
射
水
市
科
学
作
品
展
覧
会

夏
休
み
に
市
内
各
小
・
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
自

由
研
究
な
ど
か
ら
、
優
秀
な
作
品

を
集
め
て
展
示
い
た
し
ま
す
。
子

ど
も
の
目
か
ら
見
え
た
不
思
議
な

世
界
を
、
科
学
的
に
調
査
研
究
し

た
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時

９
月
１６
日
（土）
・
１７
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

新
湊
中
央
文
化
会
館

１
階
展
示
室

問
合
せ
先

射
水
市
教
育
セ
ン
タ
　

ー
　
☎
８４
―
９
６
５
０

�
宇
宙
飛
行
士
・
毛
利
さ
ん

の
講
演
会

富
山
商
船
高
専
創
立
１
０
０
周

年
を
記
念
し
、
宇
宙
飛
行
士
・
毛

利
衛
さ
ん
を
招
き
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時

１０
月
２１
日
（土）
午
前
１０
時
〜

場
所

新
湊
中
央
文
化
会
館

演
題

「
宇
宙
の
地
球
人
と
し
て

の
私
た
ち
」

定
員

約
１
５
０
名
（
小
学
生
以

下
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
、
人
数
（
２
名

以
内
）
を
記
入
し
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
重
複
申
込
不
可
）

申
込
締
切

９
月
２９
日
（金）

申
込
・
問
合
せ
先

〒
９
３
３
―

０
２
９
３

射
水
市
海
老
江
練

合
１
―
２

富
山
商
船
高
等
専

門
学
校
学
生
課
　
☎
８６
―
５
１

３
２

�
「
小
杉
ビ
ジ
ネ
ス
倶
楽
部
」

設
立
記
念
講
演

日
時

９
月
１１
日
（月）

午
後
４
時

〜
５
時
３０
分

場
所

小
杉
文
化
ホ
ー
ル

講
師

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

須
田
　
慎
一
郎
氏

演
題

日
本
経
済
の
明
日
を
読
む

問
合
せ
先

小
杉
商
工
会

☎
５５
―
０
０
７
２

�
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」

展
示
販
売

�
革
工
芸
教
室
生
徒
作
品
展

松
原
　
百
合
子

�
苔
玉
展

高
岡
万
葉
福
祉
作
業
所

ふ
れ
あ
い
教
室

�
革
工
芸
教
室

松
原
百
合
子

日
時

９
月
４
日
（月）
午
後
１
時
３０
分
〜

受
講
料

１
、
３
０
０
円

�
折
り
紙
教
室

宮
森
恵
都
子

日
時

９
月
２７
日
（水）
午
後
２
時
〜

受
講
料

８
０
０
円

�
ち
ぎ
り
絵
教
室

堺
　
の
り
子

日
時

１０
月
１０
日
（火）

申
込
締
切

９
月
２６
日
（火）

問
合
せ
先

い
っ
ぷ
く
や
茶

☎
５２
―
７
２
２
２

�
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス（
再

利
用
）を
進
め
ま
し
ょ
う
！

ミ
ラ
イ
ク
ル
館
で
は
家
庭
で
使

わ
な
く
な
っ
た
家
具
や
道
具
、
古

布
な
ど
、
不
用
な
も
の
を
引
き
取

っ
て
い
ま
す
。
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
修
理
を

し
て
不
用
品
活
用
市
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
不
用
品
活
用
市
は
、
１１

月
５
日
（日）
の
射
水
市
環
境
と
く
ら

し
フ
ェ
ア
で
行
い
ま
す
。

場
所

高
岡
市
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン

グ
高
岡
）

内
容

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職

活
動
、
企
業
の
求
め
る
人
材
と

は
、
働
く
う
え
で
知
っ
て
お
き

た
い
法
律
・
保
険
・
税
金
な
ど

受
講
料

無
料
　
３
か
月
以
上
児

託
児
有
（
要
申
込
）

申
込
・
問
合
せ
先

（財）
２１
世
紀
職

業
財
団
富
山
事
務
所
　
☎
０
７

６
―
４
４
４
―
１
５
２
６

�
障
害
者
の
補
装
具
と
日
常

生
活
用
具
の
制
度
が
変
わ

り
ま
す

１０
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
補
装

具
給
付
制
度
と
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
は
、
次
の
と
お
り
再
編

さ
れ
ま
す
。

�
補
装
具
（
障
害
者
な
ど
の
身
体

機
能
を
補
完
し
、ま
た
は
代
替
し
、

か
つ
、
長
時
間
に
わ
た
り
継
続
し

て
使
用
さ
れ
る
も
の
）

例：

義
肢
、
装
具
、
車
い
す
な
ど

�
日
常
生
活
用
具
（
日
常
生
活
上

の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
）

例：

介
護
・
訓
練
支
援
用
具
（
特

殊
寝
台
、
特
殊
マ
ッ
ト
等
）、
自

立
生
活
支
援
用
具
（
入
浴
補
助
用

具
、
頭
部
保
護
帽

―
―
―
―
―
―
等
）、
在
宅
療

養
等
支
援
用
具（
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
、

電
気
式
た
ん
吸
引
器
等
）
、
情

報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具
（
携
帯

用
会
話
補
助
装
置
、
点
字
器

―
―
―
―
、
人―

工
喉
頭

―
―
―
―
等
）
、
排
泄
管
理
支
援
用

―
―
―
―
―
―
―
―

具―
（
ス
ト
マ
用
装
具

―
―
―
―
―
―
―
等
）
、
住
宅

改
修
費

＊
太
字
―
―
は
補
装
具
か
ら
移
行

利
用
者
負
担

定
率
負
担
と
な
り
、

１
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
に
応
じ
て
一
定
の
負
担

上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。（
障

害
者
本
人
ま
た
は
世
帯
員
の

い
ず
れ
か
が
一
定
所
得
以
上

の
場
合
に
は
支
給
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

９
月
末
ま
で
に
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
旧
法
に
よ
り
支

給
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）
☎
８２
―
１
９
５
１

ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

今月の納税�
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日時 ９月１９日（火）１４：００～１７：００
場所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

（em portugues）
Data e tempo: 19 de Setembro（terca -feira）

de 14:00 para 17:00
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha

Sala de reuniao－201.
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国民健康保険税　第３期
納期限 １０月２日

納税は口座振替が便利です！
納税課（ ５２－７９６２）または
最寄の金融機関にお問合せ下さい。
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新湊大橋（仮称）の豆知識

臨港道路富山新港東西線は、車
道と歩道が区別され、車道の下に
全天候型の自転車歩行者道が整備
されます。
この自転車歩行者道はエレベー

ターを利用して接続することがで
きます。
地上５０ｍの眺望を楽しめるエレベーターホールや一定間隔の

拡幅空間、半間接照明を設けることによって、空間にアクセント
を持たせています。
海上から見る立山連峰や富山平野の景色が今から楽しみです

ね。

新湊大橋（仮称）に関
するお問い合わせは、
みなとまちづくり班
（新湊庁舎）
☎８２－１９５７

新湊大橋（仮称）は『車道と自転車歩行車道の
2層構造を持つ複合斜張橋』

1．国民年金保険料の納付は、口座振替が便利でお得です。
国民年金保険料の納付は、社会保険庁から送付される納付書により現金

で納める方法と口座振替で納める方法があります。
口座振替にすると、指定の口座から毎月自動的に引き落とされますので、

金融機関などへ出向く手間が省け、納め忘れの心配がなくとても便利です。
口座振替には「当月末引落し（早割）」と「翌月末引落し」があり、当

月末引落しにすると、月額５０円の割引（１３,８６０円が１３,８１０円に）が受け
られます。
※従来から口座振替（翌月末引落し）で毎月納付している方も当月末引落
し（早割）に変更するためには、あらためて申し込みが必要です。

※保険料の１／４納付、半額納付、３／４納付の承認を受けている方の口
座振替は、翌月末引き落としのみとなりますので了承ください。

�口座振替の申し込み手続きは
口座振替を希望される方は、「国民年金保険料口座振替納付（変更）申

出書」により、住所地の市町村役場、社会保険事務所または口座をお持ち
の金融機関・郵便局へ申し込みください。
※口座振替の申し込みには、年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）・預貯
金通帳・金融機関届出印が必要となります。

※「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」は、市町村役場、社会
保険事務所、金融機関・郵便局の窓口に備え付けていますが、社会保険
庁ホームページから印字することもできます。（http://www.sia.go.jp/
なお、ホームページから印字された用紙での申し込みは、社会保険事務
所に限られますので、注意ください。）

2．国民年金保険料の納付には、前納制度をご利用ください。
�国民年金保険料を前納すると割引があります。
１０月は、６か月分（１０月分～翌年３月分）保険料の前納ができます。
前納されると、現金払いで６８０円、口座振替で９４０円の割引となります。

＊口座振替での前納の申し込みは、９月末までに社会保険事務所での登
録が必要です。

＊すでに口座振替で前納されている方は、再度の申し込みの必要はあり
ません。

�前納の納付期限および口座振替日は１０月３１日（火）です。

年　金　だ　よ　り
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子どもから高齢者まで大きなお風呂で�
コミュニティを深めませんか！� お
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●小杉ふれあいセンター ☎56－4080
営業時間　午前 9 時～午後 9 時30分

（入浴：午前10時～午後 5 時）
入浴料金　大人 370円　小学生 120円　乳幼児 60円
休 館 日　毎週火曜日
今月の催事 ○ 9 月 4 日（月）松前一座・歌謡ショー

○ 9 月13日（水）ひまわり一座・歌謡ショー
○ 9 月29日（金）藤山一座・歌謡ショー
○10月 6 日（金）松前一座・歌謡ショー

●大門コミュニティーセントー ☎53－1844
営業時間　午前 9 時～午後10時

（入浴：午前11時～午後 9 時）
入浴料金　大人 370円　小学生 120円　乳幼児 60円

＊トレーニング室は150円
休 館 日　毎週月曜日（9月19日・20日は臨時休館）

今月のギャラリー ○雨晴海岸　日の出マップ資料展
苗加富五郎（緑ヶ丘）
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,

問合せ先　高岡社会保険事務所　☎21－0057
保険年金課（大島庁舎） ☎52－7965

口座振替（当月末引落し）
割引額

口座振替（翌月末引落し）

現　金（前納）
割引額

現　金（毎月）

１３,８１０円
５０円

１３,８６０円

１３,８６０円

１か月分

８２,２２０円
９４０円

８２,４８０円
６８０円

８３,１６０円

６か月分納付方法
納付期間

全天候型自転車歩行車道のイメージ

車道と自転車歩行車道の2層構造

自転車歩行車道

車道
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information
�
10
月
１
日
か
ら
射
水
市
の

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し

く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
射
水
市
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
９
月
３０
日
で
す
。

１０
月
１
日
か
ら
は
新
し
く
発
行

す
る
赤
紫
色

―
―
―
―
の
保
険
証
で
診
療
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
新
し
い
保

険
証
は
９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
）な

お
、
特
別
な
事
情
も
な
く
国

民
健
康
保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い

る
世
帯
に
は
、
保
険
証
の
替
わ
り

に
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
受
診
さ
れ
た
場
合

は
、
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
売
薬
な
ど
で
別
に
遠
隔

地
保
険
証
が
必
要
な
方
、
あ
る
い

は
修
学
中
の
○学
保
険
証
が
必
要
な

方
は
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
保

険
年
金
課
　
国
保
・
年
金
係
の
窓

口
ま
た
は
お
近
く
の
行
政
セ
ン
タ

ー
に
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

保
険
年
金
課
（
大
島

庁
舎
）
☎
５２
―
７
９
６
５

�
米
政
策
改
革
に
係
る

相
談
窓
口

平
成
１９
年
産
か
ら
導
入
さ
れ
る

米
政
策
改
革
「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」
の
相
談
窓
口
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

富
山
農
政
事
務
所

（
高
岡
市
赤
祖
父
４
２
１
）

☎
２１
―
２
４
２
６

�
は
か
り
の
定
期
検
査
の

実
施
に
つ
い
て

商
取
引
ま
た
は
証
明
行
為
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、
計
量
法
に
よ

り
２
年
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
湊

地
区
で
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

期
日
と
会
場

事
前
連
絡
が
必
要
な
方

�
お
店
、
事
業
な
ど
を
廃
業
し
た

�
は
か
り
を
新
た
に
購
入
し
た

�
営
業
な
ど
（
商
取
引
又
は
証
明

行
為
）
に
は
か
り
を
使
用
し
な

く
な
っ
た

�
指
定
日
が
不
都
合
な
場
合
な
ど

＊
検
査
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
　
☎
５２

―
７
９
６
６

富
山
県
計
量
検

定
所
　
☎
０
７
６
―
４
２
２
―

０
５
５
１

�
名
古
屋
入
国
管
理
局
富
山

出
張
所
が
移
転
し
ま
し
た

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
と

と
も
に
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
富
山
出

張
所
が
移
転
し
ま
し
た
。

新
所
在
地

富
山
市
秋
ヶ
島
３０
番

地
　
富
山
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
１
階
　
☎
０
７
６
―

４
９
５
―
１
５
８
０

窓
口
受
付

午
前
９
時
〜
１２
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

�
全
国
一
斉
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間

子
ど
も
の
人
権
に
関
し
て
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
い

ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
２８
日
（月）
〜
９
月
３
日

（日）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６

時
３０
分

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容

い
じ
め
、児
童
虐
待
、

そ
の
他
子
ど
も
を
め
ぐ
る
各
種

の
問
題

電
話
番
号

�
０
７
６
―
４
４
１
―
１
１
６
１

�
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０

問
合
せ
先

富
山
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
　
☎
０
７
６
―
４
４

１
―
６
３
７
６

�
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時

１０
月
３
日
（火）

午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

場
所

�
小
杉
会
場
　
市
役
所
小
杉
庁
舎

�
新
湊
会
場
　
新
湊
商
工
会
館

問
合
せ
先

富
山
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
６
―
４
３
１
―
９
３
３
　

２

�
児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴

う
認
定
請
求
に
つ
い
て

９
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
！

今
年
４
月
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童

を
監
護
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
は
、申
請
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
９
月
中
に
申
請
さ
れ
れ
ば
４

月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
が
、
１０

月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
、
申

請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

で
申
請
く
だ
さ
い
。

追
加
受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
す

日
時

９
月
３０
日
（土）

午
前
９
時

〜
午
後
５
時

場
所

新
湊
庁
舎
　
児
童
家
庭
課

窓
口

問
合
せ
先

児
童
家
庭
課
（
新
湊

庁
舎
）
☎
８２
―
１
９
５
３

９月の休館日＝１日、４日、１１日、１９日、２５日、２８日

９月の休館日＝５日、１２日、１９日、２５日、２６日

９月の休館日＝５日、１２日、１９日、２５日、２６日

おおしま絵本会議2006「絵本の中の生命」
絵本の中には生命の大切さをつたえる物語が色々とあります。

上野動物園元園長で動物博士の中川志郎さんをお迎えして物語の
中の生命についてお話いただきます。

松永禎郎絵本原画展
ふたつの花にまつわる悲しいお話。この

原画展を通して、もう一度平和のありがた
さを見つめなおしてみませんか。

９月１６日（土）午後２時～４時日　時

出　演
大人 ２,０００円　小中高生 ８００円前売券

９月２７日（水）まで会　　期

「すみれ島」（偕成社）
「むらさき花だいこん」（新日本出版社）

展示絵本

“心を癒す　和の茶香炉”陶芸教室
作ってリフレッシュ、香りでリフレッシュ。茶香炉
としての利用のほか、アロマポットやお香立てにも
使えます。

９月２２日（金）・２３日（土）
午前９時３０分～正午

日　　時

各１０名定　　員
１,０００円（材料代、焼成費含む）受 講 料
電話にて申し込みください。
申し込み多数の場合は先着順。

申込方法

９月２１日（木）
午後５時まで

申込締切

はじめての電動ろくろ体験教室
初めてのかたを対象に

した電動ろくろによる器
作り教室です。土にじか
に触れ、いろいろな器に
チャレンジしてくださ
い。

９月１０日（日）・１１日（月）・
１７日（日）・１８日（月）

午前１０時～正午または午後１時～３時　

日　　時

各８名定　　員
１,０００円（粘土代、焼成費含む）受 講 料

企画展「とやまの曳山」
富山県で現在見られる曳山の姿は、今からおよそ４００年前の江戸時代に始ま

ったと伝えられます。
曳山は町の誇りで、人々は競って豪華に作り上げました。また、地域の古い

祭りの姿や、他国・他所の曳山祭りの姿をも加味しながら、独特の姿を今に伝
えています。富山県内の曳山祭りを写真や史料を通じて紹介します。
なお、本展会期中の９月２３日（祝）は海老江曳山祭り、１０月１日（日）は放生

津曳山祭り、１０月８日（日）は大門曳山祭りが行われます。展覧会と合わせて
足をお運びいただき、祭りの雰囲気を体験してみてはいかがでしょうか。

１０月１５日（日）まで会　　期

海老江曳山

大島絵本館�大島絵本館�大島絵本館�
TEL 52-6780

陶房「匠の里」�陶房「匠の里」�

新湊博物館�新湊博物館�

大島絵本館�大島絵本館�

陶房「匠の里」陶房「匠の里」�陶房「匠の里」陶房「匠の里」�陶房「匠の里」
TEL 54-1201

新湊博物館�新湊博物館�

大島絵本館�大島絵本館�

陶房「匠の里」�陶房「匠の里」�

新湊博物館�新湊博物館�新湊博物館�
TEL 83-0800

平成18年 事業所・企業統計調査に
ご協力ください
１０月１日、全国すべての事業所や企業を対象に平
成１８年事業所・企業統計調査を行います。この調査
により日本の産業構造の実態が明らかになり、その
結果は産業・経済施策の基礎資料として利用されま
す。今月下旬より調査員が直接調査票を持って皆さ
んの事業所を訪ねますのでご協力お願いします。
問合せ先 企画政策課　 ５７－１６２３

開催日 時　　間 場　　所

９月２６日（火）午前１０時～正午 堀岡福祉センター

９月２６日（火）午後１時３０分～午後３時 海老江公民館

９月２７日（水）午前１０時～正午 作道公民館

９月２７日（水）午後１時３０分～午後３時 片口公民館

９月２８日（木）午前１０時～午後３時 放生津小学校

１０月３日（火）午前１０時～午後３時 市役所新湊庁舎

１０月４日（水）午前１０時～午後３時 市役所新湊庁舎

中川志郎
（動物博士）

西舘好子
（日本子守唄協会代表）

青木新門
（作家）

おおしま手づくり絵本コンクール2006
作品募集中！
園児、小学生、中高生の皆さんの作品を

募集中です。皆さんのがんばった作品をお
待ちしております。

９月２４日（日）必着募集締め切り

9月11日は
警察相談の日

総合相談110番　＃9110
（24時間受付）

警察署や交番、駐在所をお気軽にご
利用ください。
問合せ先 射水警察署　☎５５－０１１０

今月の納税�
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人　口
94,920人（＋48）

男　性
45,886人（＋30）

女　性
49,034人（＋18）

世帯数
30,487世帯（＋53）

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

平成18年8月1日現在　※（ ）内は前月比

ホームページは携帯
電話からもご覧にな
れます！

海老江曳山まつり

＊日時 ９月２３日（土）午前９時～
＊場所 海老江山町内一円
＊曳山 ３基（東町・中町・西町）

名匠たちが妙技を競った工芸美術の絵巻が
伝え守られている郷土の誇り

大門曳山まつり

＊日時 １０月８日（日）午前１０時～
＊場所 大門山町内一円
＊曳山 ４基（田町・中町・西町・枇杷首）

庄川の歴史とともに歩んできた
躍動感溢れる芸術作品

新湊曳山まつり

＊日時 １０月１日（日）午前９時～
＊場所 放生津・新湊山町内一円
＊曳山 １３基（古新町・中町・四十物町・奈呉町・

長徳寺・東町・荒屋町・南立町・立町・
新町・紺屋町・三日曽根・法土寺町）

勇壮な中にも典雅な曳山囃子　絢爛豪華を
ほしいままに潮騒のまちを曳きまわす


